
不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

先勝 亢   

旧閏６月８日   

金曜    1 

妙
音
菩
薩
は
浄
華
宿
王
智
仏
に
「
娑
婆
世
界
に
行
っ
て
、

お
釈
迦
さ
ま
に
お
目
に
か
か
っ
て
、
そ
の
ご
苦
労
に
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。 

人
の
心
が
乱
れ
た
娑
婆
世
界
に
教
え
を
弘
め
、
浄
土
を
顕

現
し
よ
う
と
努
め
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
容
易
な
ら
ざ
る
努
力
に
対
し
て
、
他
の
仏
国
土
の
仏

菩
薩
も
娑
婆
世
界
を
訪
ね
奨
励
し
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。 

敢
え
て
苦
労
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
も
、
正
し
い
教
え
を

弘
め
よ
う
と
す
る
こ
と
の
尊
さ
を
説
い
て
い
ま
す
。 

   

我
当
往
詣 

娑
婆
世
界 

 

 

「
我
ま
さ
に
娑
婆
世
界
に
往
詣
す
」 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

 

が 
 

と
う 

お
う 

け
い 
 

 
 

し
ゃ 

ば 
 

せ 

か
い 

 
 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

日   

 友引 氐    

旧閏 6月 9日   

土曜    2 

浄
華
宿
王
智
仏
は
妙
音
菩
薩
に「
娑
婆
世
界
は
乱
れ
た
心

が
充
満
し
て
お
り
、
国
土
は
荒
れ
て
い
る
。
仏
菩
薩
た
ち

の
身
は
小
さ
い
。
そ
れ
で
も
侮
蔑
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

戒
め
ら
れ
ま
し
た
。 

法
華
経
の
地
涌
の
菩
薩
は
地
の
底
か
ら
出
現
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
世
の
中
の
悩
み
苦
し
み
を
通
り
抜
け
、初
め
て
真

実
の
悟
り
が
開
か
れ
た
こ
と
の
象
徴
で
す
。 

そ
れ
故
、娑
婆
世
界
の
菩
薩
た
ち
が
汚
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
て
も
侮
っ
て
は
な
ら
な
い
と
諭
さ
れ
た
の
で
す
。 

   

汝
莫
軽
彼
国 

生
下
劣
想 

 

「
彼
の
国
を
軽
し
め
下
劣
の
想
い
を
起
し
て
は
い
け
な
い
」 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

  

に
ょ 

ま
っ
き
ょ
う 

ひ 

こ
く 

 
 

 

し
ょ
う 

げ 

れ
っ 

そ
う 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   
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２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

 先負 房    

旧閏 6月 10日   

日曜    3  
妙
音
菩
薩
は
「
自
分
が
娑
婆
世
界
に
詣
で
る
た
め
に
は
、

浄
華
宿
王
智
仏
さ
ま
の
力
が
必
要
で
す
。
ど
う
か
導
き
、

お
護
り
く
だ
さ
い
」
と
懇
願
し
ま
し
た
。 

娑
婆
世
界
に
詣
で
る
だ
け
で
も
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
ま

し
て
教
え
を
弘
め
る
の
は
な
お
さ
ら
で
す
。 

ど
の
よ
う
な
境
遇
に
お
い
て
も
障
害
な
く
教
え
を
説
く

た
め
に
は
、
仏
さ
ま
の
力
を
身
に
負
い
、
仏
さ
ま
の
守
護

に
安
心
を
得
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

苦
労
を
重
ね
て
こ
そ
菩
薩
の
修
行
が
成
就
す
る
の
で
す
。 

   
 

皆
是
如
来
之
力 

 

「
皆
こ
れ
如
来
の
力
な
り
」 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

 

か
い 

ぜ 
 

に
ょ 

ら
い 

し 

り
き 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳 

8 月   日   

 仏滅 軫    

旧閏 6月 11日   

月曜    4  
｢

善
本｣

と
は
仏
を
信
じ
る
こ
と
で
す
。 

私
た
ち
凡
夫
は
善
悪
の
判
断
に
迷
い
ま
す
。 

善
と
信
じ
る
こ
と
が
衝
突
す
る
と
争
い
に
な
り
ま
す
。 

仏
さ
ま
の
智
慧
を
も
っ
て
判
断
す
れ
ば
、
衝
突
を
回
避

し
皆
が
良
い
方
向
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

時
と
場
合
に
応
じ
て
柔
軟
に
、
自
分
を
勘
定
に
入
れ
ず
、

先
を
見
通
し
、
良
い
結
果
に
導
く
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
れ
故
に
仏
を
信
じ
、
仏
を
目
指
す
の
で
す
。 

  

種
何
善
本 

「
い
か
な
る
善
本
を
植
え
た
か
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

し
ゅ 
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ぜ
ん 

 

ほ
ん 
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２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

 大安 尾    

旧閏 6 月 1２日   

火曜    5  
｢

三
昧｣

と
は
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
集
中
し
て
動
揺
し

な
い
状
態
の
こ
と
で
す
。 

｢
妙
音
菩
薩
が
ど
の
よ
う
な
三
昧
を
行
じ
て
来
た
の
か｣

と
文
殊
菩
薩
は
お
釈
迦
さ
ま
に
質
問
し
ま
し
た
。 

文
殊
菩
薩
は
、
妙
音
菩
薩
の
三
昧
を
見
習
っ
て
自
分
の

立
ち
位
置
を
確
認
し
、
正
し
い
道
を
歩
ん
で
い
る
か
、
振

り
返
ろ
う
と
し
た
の
で
す
。 

そ
し
て
妙
音
菩
薩
に
会
っ
た
と
き
に
、
そ
の
教
え
を
請

い
た
い
と
願
っ
た
の
で
し
た
。 

  

行
何
三
昧 

「
い
か
な
る
三
昧
を
行
ず
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

  

ぎ
ょ
う 

 

が 
 

 

さ
ん 
 

ま
い 

 
 



不変山 永寿院 
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２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

   赤口 箕    

旧閏 6 月 13 日   

水曜    6  
多
宝
如
来
は
『
見
宝
塔
品
』
に
て
、
お
釈
迦
さ
ま
が
説
く

法
華
経
は
真
実
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
ま
し
た
。 

『
妙
音
菩
薩
品
』
で
も
、
妙
音
菩
薩
の
徳
は
高
い
こ
と
を

証
明
す
る
た
め
に
多
宝
如
来
は
登
場
し
ま
し
た
。 

善
い
こ
と
、
正
し
い
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、
公
平

で
立
ち
振
る
舞
い
が
美
し
く
、
誰
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
る
存

在
で
な
け
れ
ば
信
用
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
。 

多
宝
如
来
は
多
く
を
語
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
非
常

に
徳
が
高
い
仏
さ
ま
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

   

此
久
滅
度 

多
宝
如
来 

 

「
遠
い
昔
に
滅
度
し
た
多
宝
如
来
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 
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め
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た 
 

ほ
う 

に
ょ 

ら
い 
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２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

8 月   日   

先勝 斗  

旧閏 6月 14日   

水曜    7  
妙
音
菩
薩
が
娑
婆
世
界
に
到
着
す
る
ま
で
、
た
く
さ
ん

の
仏
国
土
を
通
り
過
ぎ
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
諸
国
で
は
大
地
が
六
種
に
震
動
し
、
七
宝
蓮
華
の

雨
が
降
り
、
天
か
ら
音
楽
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。 

す
べ
て
の
仏
国
土
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
が

仏
さ
ま
の
慈
悲
に
感
謝
し
、
仏
さ
ま
の
徳
に
感
激
し
て

い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
仏
さ
ま
の
教
え
が
す
べ
て
の
仏
国
土
に
広
ま

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。 

   

所
経
諸
国 

六
種
震
動 

 

「
通
過
し
た
仏
国
土
の
大
地
が
六
種
に
震
動
し
た
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

  

し
ょ
き
ょ
う 

し
ょ 

こ
く 
 

 
 

ろ
く 

し
ゅ 

し
ん 

ど
う 

立秋   
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世
尊
。
我
当
往
詣
。
娑
婆
世
界
。
礼
拝
親
近
供
養
。
釈
迦
牟
尼
佛
。
及
見
文
殊
師
利
法
王
子
菩
薩
。
薬
王
菩
薩
。 

勇
施
菩
薩
。
宿
王
華
菩
薩
。
上
行
意
菩
薩
。
荘
厳
王
菩
薩
。
薬
上
菩
薩
。
爾
時
浄
華
宿
王
智
佛
。
告
妙
音
菩
薩
。 

汝
莫
軽
彼
国
。
生
下
劣
想
。
善
男
子
。
彼
娑
婆
世
界
。
高
下
不
平
。
土
石
諸
山
。
穢
悪
充
満
。
佛
身
卑
小
。
諸
菩
薩
衆
。 

 
 

 

〈
略
〉 

皆
是
如
来
之
力
。
如
来
神
通
遊
戯
。
如
来
功
徳
智
慧
荘
厳
。
於
是
妙
音
菩
薩
。
不
起
于
座
。
身
不
動
揺
。
而
入
三
昧
。

以
三
昧
力
。
於
耆
闍
崛
山
。
去
法
座
不
遠
。
化
作
八
万
四
千
。
衆
宝
蓮
華
。
閻
浮
檀
金
為
茎
。
白
銀
為
葉
。
金
剛
為
鬚
。 

 
 

 

〈
略
〉 

供
養
親
近
礼
拝
於
我
。
亦
欲
供
養
。
聴
法
華
経
。
文
殊
師
利
。
白
佛
言
世
尊
。
是
菩
薩
種
何
善
本
。
修
何
功
徳
。
而
能

有
是
。
大
神
通
力
。
行
何
三
昧
。
願
為
我
等
。
説
是
三
昧
名
字
。
我
等
亦
欲
。
勤
修
行
之
。
行
此
三
昧
。
乃
能
見
是
菩

薩
。
色
相
大
小
。
威
儀
進
止
。
唯
願
世
尊
。
以
神
通
力
。
彼
菩
薩
来
。
令
我
得
見
。
爾
時
釈
迦
牟
尼
佛
。
告
文
殊
師
利
。

此
久
滅
度
多
宝
如
来
。
当
為
汝
等
。
而
現
其
相
。
時
多
宝
佛
。
告
彼
菩
薩
。
善
男
子
来
。
文
殊
師
利
法
王
子
。
欲
見
汝

身
。
于
時
妙
音
菩
薩
。
於
彼
国
没
。
与
八
万
四
千
菩
薩
。
倶
共
発
来
。
所
経
諸
国
。
六
種
震
動
。
皆
悉
雨
於
。
七
宝
蓮

華
。
百
千
天
楽
。
不
鼓
自
鳴
。
是
菩
薩
。
目
如
広
大
。
青
蓮
華
葉
。
正
使
和
合
。
百
千
万
月
。
其
面
貌
端
正
。
復
過
於

此
。
身
真
金
色
。
無
量
百
千
。
功
徳
荘
厳
。
威
徳
熾
盛
。
光
明
照
曜
。
諸
相
具
足
。
如
那
羅
延
。
堅
固
之
身
。
入
七
宝

台
。
上
昇
虚
空
。
去
地
七
多
羅
樹
。
諸
菩
薩
衆
。
恭
敬
囲
繞
。
而
来
詣
此
娑
婆
世
界
。
耆
闍
崛
山
。
到
已
。
下
七
宝
台
。

以
価
直
百
千
瓔
珞
。
持
至
釈
迦
牟
尼
佛
所
。
頭
面
礼
足
。
奉
上
瓔
珞
。 

法華経 日めくり 令和７年（2025）８月① 
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２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

8 月   日   

 友引 女 

旧閏 6 月 15 日   

金曜    8

7  
娑
婆
世
界
に
到
着
し
た
妙
音
菩
薩
の
目
は
青
蓮
華
の
葉

の
よ
う
に
大
き
く
、
そ
の
顔
か
た
ち
は
月
よ
り
美
し
く
、

身
は
金
色
で
、
多
く
の
功
徳
で
荘
厳
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
妙
音
菩
薩
の
徳
の
大
き
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。 

徳
を
具
え
、
智
慧
を
具
え
れ
ば
、
そ
の
相
貌
は
自
ず
か
ら

有
り
難
く
見
え
て
く
る
も
の
で
す
。 

さ
ら
に
大
き
な
慈
悲
を
具
え
て
い
る
の
で
、
畏
れ
る
も
の

も
な
く
教
え
を
弘
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

そ
の
妙
音
菩
薩
も
お
釈
迦
さ
ま
に
帰
依
さ
れ
た
の
で
す
。 

  

諸
相
具
足 

「
あ
ら
ゆ
る
善
き
相
が
具
わ
っ
て
い
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

  

し
ょ 

 
 

そ
う 

 

ぐ 
 

 

そ
く 
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２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

 先負 虚 

旧閏 6 月 16 日   

土曜    9  
｢

那
羅
延｣

は
、
バ
ラ
モ
ン
教
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
ヴ
ィ

シ
ュ
ヌ
が
、
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
護
法
の
善
神
と
さ

れ
た
も
の
で
す
。 

大
力
が
あ
り
天
上
界
の
力
士
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

天
下
無
敵
の
那
羅
延
の
強
さ
は
、
畏
れ
る
も
の
の
な
い

仏
菩
薩
の
堅
固
な
力
に
喩
え
ら
れ
ま
す
。 

｢

那
羅
延
の
堅
固
の
如
し｣

と
は
、
妙
音
菩
薩
に
は
誰
も

畏
れ
る
こ
と
な
く
教
え
を
弘
め
る
徳
と
慈
悲
が
具
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

    

如
那
羅
延 

堅
固
之
身 

 

「
那
羅
延
の
堅
固
の
如
し｣ 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
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け
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ご 
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し
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２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

 仏滅 危    

旧閏 6 月 17 日   

日曜    10  
｢

四
大｣

と
は
、
物
質
の
構
成
要
素
の
こ
と
で
、
地
・
水
・

火
・
風
の
四
種
を
指
し
ま
す
。 

｢
地｣
は
堅
さ
を
性
質
と
し
物
質
を
保
つ
も
の
、｢

水｣

は

湿
性
を
も
つ
も
の
、｢

火｣

は
熱
を
性
質
と
し
成
熟
の
作

用
を
も
つ
も
の
、｢

風｣

は
動
作
を
性
質
と
す
る
も
の
。 

人
間
の
身
体
も
四
大
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
さ

れ
、
身
体
健
全
な
状
態
を｢

四
大
調
和｣

と
い
い
、
四
大
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
を
「
四
大
不
調
」
と
い
い
、
病

の
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

   

四
大
調
和 

 

「
四
大
の
調
和
が
取
れ
た
健
全
な
状
態
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

  

し 
 

 

だ
い 

 

ち
ょ
う 
 

わ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

8 月   日   

 大安 室   

旧閏 6 月 18 日   

月曜    11  
｢

五
情｣

は
眼
耳
鼻
舌
身
の
五
感
か
ら
生
じ
る
欲
、｢

摂｣

は｢

取
り
込
む｣

と
い
う
意
味
で
す
。 

｢
不
摂
五
情
不｣

と
は
、
欲
望
の
ま
ま
に
や
り
た
い
放
題

に
な
っ
て
い
な
い
か
を
省
み
る
と
と
も
に
、
欲
望
を
抑

え
す
ぎ
て
心
を
壊
し
て
は
い
な
い
か
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。 

仏
教
で
は
禁
欲
生
活
を
勧
め
て
は
い
ま
せ
ん
。 

欲
望
を
無
く
す
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
執
着
し
て
真
実

を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  

不
摂
五
情
不 

 

「
五
情
を
摂(

お
さ)

め
ざ
る
こ
と
な
し
や
否
や
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

  

ふ 
 

 

し
ょ
う 

 

ご 
 

 

じ
ょ
う 

 

ふ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

 赤口 壁   

旧閏 6 月 19 日   

火曜    12  
｢

魔
怨｣

と
は
一
切
の
障
害
の
こ
と
で
す
。 

｢
魔
怨
を
降
伏
す
る｣

と
は
、
善
い
事
を
し
よ
う
と
す
る
障

害
を
取
り
払
う
こ
と
で
す
。 

鬼
や
悪
魔
を
追
い
払
う
の
で
は
な
く
、
自
分
の
内
に
あ
る

怠
け
心
・
お
ご
り
高
ぶ
る
思
い
の
方
が｢

魔
怨｣

に
な
り
得

る
の
で
す
。 

あ
る
程
度
努
力
を
し
て｢

も
う
よ
い
だ
ろ
う｣

と
手
を
抜

い
た
り
、
自
分
は
悟
っ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
前
に
進
も
う

と
し
な
い
気
持
ち
が
魔
怨
な
の
で
す
。 

   

衆
生
能
降
伏 

諸
魔
怨
不 

 

「
衆
生
は
よ
く
諸
々
の
魔
怨
を
降
伏
す
る
や
否
や
」 

 
 

 
 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

  

し
ゅ
じ
ょ
う 

の
う 

ご
う
ぶ
く 

 
 

 
 

し
ょ 

ま 

お
ん 

ふ 
 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

 先勝 奎 

旧閏 6 月 20 日   

水曜    13  
浄
華
宿
王
智
仏
が
多
宝
如
来
に
訊
ね
た
言
葉
で
す
。 

人
の
善
を
証
拠
立
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
忍
耐
強
く
そ

の
人
を
観
察
し
て
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
す
。 

他
者
の
善
行
を
認
め
る
た
め
に
は
、
自
分
も
何
が
善
で

あ
る
か
を
見
極
め
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

多
宝
如
来
は｢
証
明
仏｣

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
が
正
し
い
こ
と
を
忍
耐
強
く
観
察

し
な
が
ら
、
自
身
も
何
が
正
し
い
の
か
と
常
に
突
き
詰

め
て
い
る
の
が
多
宝
如
来
な
の
で
す
。 

  

堪
忍
久
住
不 

「
堪
忍
し
て
久
住
し
た
も
う
や
否
や
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

  

か
ん 

 

に
ん 

 
 

 

く 
 

じ
ゅ
う 

 

ふ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

 友引 婁 

旧閏 6 月 21 日   

木曜    14  
多
宝
如
来
が
妙
音
菩
薩
に
告
げ
ら
れ
た
末
法
に
生
ま
れ

た
私
た
ち
が
守
る
べ
き
三
つ
の
条
件
で
す
。 

①
お
釈
迦
さ
ま
の
ご
恩
に
報
い
る
よ
う
に
供
養
す
る 

②
法
華
経
を
聴
き
、
自
分
の
生
き
方
の
方
針
を
立
て
怠
る

こ
と
な
く
学
ぶ 

③
法
華
経
の
教
え
を
実
践
し
て
い
る
文
殊
ら
の
菩
薩
に

見
習
っ
て
励
む 

こ
の
三
つ
の
条
件
を
満
た
す
よ
う
に
仏
道
修
行
に
励
み
、

仏
さ
ま
に
近
づ
き
ま
し
ょ
う
。 

 

  

汝
能
為
供
養 

釈
迦
牟
尼
佛 

及
聴
法
華
経 

并
見
文
殊
師
利
等 

故
来
至
此 

「
末
法
に
生
ま
れ
た
私
た
ち
が
守
る
べ
き
三
つ
の
条
件
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

 

  

 

に
ょ
の
う
い
く
よ
う 

 

し
ゃ
か 

む
に 

ぶ
つ 

ぎ
っ
ち
ょ
う
ほ
け
き
ょ
う 

ぎ
ょ
う 

び
ょ
う
け
ん
も
ん
じ
ゅ
し
り
と
う 

こ
ら
い 

し
し 

ぎ
ょ
う 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

諸
相
具
足
。
如
那
羅
延
。
堅
固
之
身
。
入
七
宝
台
。
上
昇
虚
空
。
去
地
七

多
羅
樹
。
諸
菩
薩
衆
。
恭
敬
囲
繞
。
而
来
詣
此
娑
婆
世
界
。
耆
闍
崛
山
。

到
已
。
下
七
宝
台
。
以
価
直
百
千
瓔
珞
。
持
至
釈
迦
牟
尼
佛
所
。
頭
面
礼

足
。
奉
上
瓔
珞
。
而
白
佛
言
。
世
尊
。
浄
華
宿
王
智
佛
。
問
訊
世
尊
。
少

病
少
悩
。
起
居
軽
利
。
安
楽
行
不
。
四
大
調
和
不
。
世
事
可
忍
不
。
衆
生

易
度
不
。
無
多
貪
欲
。
瞋
恚
。
愚
痴
。
嫉
妬
。
慳
慢
不
。
無
不
孝
父
母
。

不
敬
沙
門
。
邪
見
。
不
善
心
。
不
摂
五
情
不
。
世
尊
。
衆
生
能
降
伏
。
諸

魔
怨
不
。
久
滅
度
多
宝
如
来
。
在
七
宝
塔
中
。
来
聴
法
不
。
又
問
訊
多
宝

如
来
。
安
穏
少
悩
。
堪
忍
久
住
不
。
世
尊
。
我
今
欲
見
多
宝
佛
身
。
唯
願

世
尊
。
示
我
令
見
。
爾
時
釈
迦
牟
尼
佛
。
語
多
宝
佛
。
是
妙
音
菩
薩
。
欲

得
相
見
。
時
多
宝
佛
。
告
妙
音
言
。
善
哉
善
哉
。
汝
能
為
供
養
。
釈
迦
牟

尼
佛
。
及
聴
法
華
経
。
并
見
文
殊
師
利
等
。
故
来
至
此 

法華経 日めくり 令和 7 年（2025）8 月② 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
音
菩
薩
は
過
去
世
に
お
い
て
十
万
種
の
伎
楽
と
八
万

七
千
の
宝
鉢
を
雲
雷
音
王
仏
に
供
養
し
ま
し
た
。 

｢
伎
楽(

演
奏
と
舞
踊)｣

は
善
行
を
積
む
行
為
を
音
楽
に

喩
え
て
た
表
現
で
す
。 

｢

鉢｣

は
供
養
を
受
け
取
る
器
の
こ
と
で
、
供
養
を
受
け

る
ほ
ど
の
働
き
を
し
て
き
た
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
妙
音
菩
薩
は
た
く
さ
ん
の
仏
さ
ま
に
仕
え
、
今

は
浄
華
宿
王
華
仏
の
国
に
生
ま
れ
、
教
え
を
弘
め
て
い

る
の
で
し
た
。 

く 
 

よ
う 

む 

り
ょ
う
ひ
ゃ
く 

せ
ん 

し
ょ 

ぶ
つ 

 
 

 

く
ょ
う 

 

せ
つ 

 

べ
ん 

 
 

ざ
い 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

先負 胃 

旧閏6月22日   

金曜    15  
  

以
十
万
種
伎
楽
。
供
養
雲
雷
音
王
佛
。

并
奉
上
。
八
万
四
千
七
宝
鉢 

「
十
万
種
の
伎
楽
と
八
万
七
千
の
宝
鉢
を
供
養
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

 

い 

じ
ゅ
う
ま
ん
し
ゅ
ぎ
が
く 
 

 

く
よ
う 

う
ん
ら
い 

お
ん
の
う
ぶ
つ 

び
ょ
う
ぶ
じ
ょ
う 

 

は
ち
ま
ん 

し
せ
ん 

し
っ
ぽ
う
ば
ち 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

 仏滅 昴 

旧閏 6 月 23 日   

土曜    16  
妙
音
菩
薩
は
三
十
四
に
変
化
し
て
衆
生
を
導
き
ま
す
。 

そ
の
姿
は
、
梵
天
・
帝
釈
・
自
在
天
・
大
自
在
天
・
天
大

将
軍
・
毘
沙
門
天
な
ど
の
天
界
の
王
、
転
輪
聖
王
・
小
王
・

長
者
・
居
士
・
宰
官
・
婆
羅
門
及
び
そ
の
婦
人
・
比
丘
・

比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
の
仏
教
徒
・
童
男
童
女
な
ど

人
間
界
の
者
、
天
・
龍
等
・
夜
叉
・
乾
闥
婆
・
阿
脩
羅
・

迦
楼
羅
・
緊
那
羅
・
摩
睺
羅
伽
・
人
非
人
等
の
八
部
衆
、

さ
ら
に
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
に
ま
で
変
化
し
、
救
済
の

手
を
差
し
伸
べ
て
い
ま
す
。 

 

   

妙
音
菩
薩
の
三
十
四
身
① 

 

「
妙
音
菩
薩
の
三
十
四
の
変
化
」 

 

渇
仰
を
生
ぜ
し
む
」 

 
妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

   

み
ょ
う
お
ん 

 

ぼ 

さ
つ 
 

 
 

さ
ん
じ
ゅ
う 

し 

し
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

大安 畢 

旧閏 6 月 24 日   

日曜    17  
妙
音
菩
薩
の
三
十
四
身
は
、
様
々
な
境
遇
や
思
想
・
行
動

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
自
由
自
在
に
教
え
導
く
こ
と

を
表
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
も
仏
さ
ま
と
心
が
通
じ
、
仏
さ
ま
と
同
じ
大
き

に
慈
悲
心
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
人
を
導
く

力
が
身
に
付
い
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。 

ま
た
、
心
が
乱
れ
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
悪
道
に
堕
ち

た
相
手
に
も
寄
り
添
い
、
見
捨
て
る
こ
と
な
く
導
き
救

い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

    

妙
音
菩
薩
の
三
十
四
身
② 

 

「
妙
音
菩
薩
の
三
十
四
身
の
導
き
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

   

み
ょ
う
お
ん 

ぼ 
 

さ
つ 
 

 
 

さ
ん
じ
ゅ
う 

し 

し
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

赤口 觜    

旧閏 6 月 25 日   

月曜    18  
妙
音
菩
薩
は
三
十
四
身
だ
け
で
は
な
く
声
聞
・
辟
支
仏
・

菩
薩
・
仏
の｢

四
聖｣

の
身
に
も
変
化
し
ま
す
。 

仏
を
目
指
す
声
聞
・
辟
支
仏
・
菩
薩
の
三
乗
そ
れ
ぞ
れ
の

修
行
法
に
応
じ
て
法
を
説
く
と
い
う
の
で
す
。 

さ
ら
に｢
滅
度
を
以
て
得
度
す
べ
き
者
に
は
滅
度
を
示

す｣

と
あ
り
、
仏
と
し
て
導
い
た
後
、
滅
し
て
平
安
の
境

地
に
入
っ
た
姿
を
見
せ
る
と
も
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

仏
の
滅
度
を
知
っ
た
者
は
自
力
で
修
行
に
励
ま
ね
ば
な

ら
な
い
心
を
強
く
持
つ
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。 

  

四
聖
身 

「
声
聞
・
辟
支
仏
・
菩
薩
・
仏
の
四
聖
の
身
に
も
変
化
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

  

し 
 

し
ょ
う 

 

し
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

 先勝 参    

旧閏 6 月 26 日   

火曜    19  
｢

現
一
切
色
身
三
昧｣

と
は
、
す
べ
て
の
現
象
を
通
し
て

仏
の
教
え
が
語
ら
れ
て
い
る
と
受
止
め
る
境
地
で
す
。 

相
手
に
応
じ
て
優
し
く
応
じ
た
り
、
厳
し
く
応
じ
た
り

し
な
が
ら
、
そ
の
時
々
に
応
じ
て
適
切
に
教
え
を
説
く

た
め
に
、
妙
音
菩
薩
は｢

三
十
四
身
」｢

四
聖
身｣

と
い
う

種
々
の
容
姿
を
現
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

妙
音
菩
薩
の
出
自
を
知
っ
た
八
万
四
千
の
菩
薩
た
ち
も

｢

現
一
切
色
身
三
昧｣
を
得
て
、
衆
生
を
導
く
力
を
得
た

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

    

現
一
切
色
身
三
昧 

 

「
す
べ
て
の
現
象
に
仏
の
教
え
が
あ
る
と
い
う
境
地
」 

 
 

 

我
が
浄
土
は
毀
れ
ざ
る
に 

而
も
衆
は
焼
け
尽
き
て 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

   

げ
ん 

い
っ 

さ
い 

し
き 

し
ん 

ざ
ん 

ま
い 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

8 月   日   

 友引 井 

旧閏 6 月 27 日   

水曜    20  
妙
音
菩
薩
は
娑
婆
世
界
か
ら
浄
華
宿
王
智
仏
の
仏
国
土

に
戻
り
報
告
を
し
ま
す
。 

他
の
仏
国
土
か
ら
こ
の
娑
婆
世
界
に
や
っ
て
き
て
お
釈

迦
さ
ま
の
教
え
を
聴
聞
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
仏
の
教

え
と
悟
り
は
、
仏
国
土
が
変
わ
っ
て
も
皆
同
じ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
が
暮
ら
す
世
界
に
お
い
て
も
、
国
が
変
わ
り
、
時

代
が
変
わ
っ
て
も
、
仏
教
の
真
理
は
変
わ
ら
な
い
と
い

う
こ
と
も
表
し
て
い
ま
す
。 

  

還
帰
本
土 

「
妙
音
菩
薩
は
本
土
に
戻
り
報
告
し
た
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

  

げ
ん 

 
 

き 
 

 

ほ
ん 
 

 

ど 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他
の
仏
国
土
か
ら
や
っ
て
き
た
妙
音
菩
薩
に
つ
い
て
、 

お
釈
迦
さ
ま
が
語
っ
た
と
き
、
四
万
二
千
人
の
天
子
た
ち

は｢
得
無
生
法
忍｣

を
得
ま
し
た
。 

｢

生｣
と
は
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
変
化
を
指
し
、｢

無
生｣

と
は

不
生
不
滅
の
真
理
、｢

忍｣

と
は
認
知
、｢

得
無
生
法
忍｣

は

不
生
不
滅
を
認
め
、
変
化
に
動
じ
な
い
心
の
悟
り
を
得
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
菩
薩
の
悟
り
を
意
味
し
ま
す
。 

ま
た
、
華
徳
菩
薩
は
法
華
三
昧
を
得
ま
し
た
。 

真
実
の
教
え
を
実
践
す
る
覚
悟
を
得
た
の
で
す
。 

 

み
ょ
う
が
っ
て
ん 

じ 
 

 
 

ふ 

こ
う 

て
ん 

じ 
 

 
 

ほ
う
こ
う 

て
ん 

じ 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

 先負 鬼 

旧閏 6 月 28 日   

木曜    21  
  

四
万
二
千
天
子
。
得
無
生
法
忍
。 

華
徳
菩
薩
。
得
法
華
三
昧 

「
妙
音
菩
薩
品
の
功
徳
」 

 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

   

し
ま
ん 

に
せ
ん 

て
ん
じ 

 
 
 
 
  

と
く
む
し
ょ
う
ぼ
う
に
ん 

け 

と
く 

ぼ
さ
つ 

 
 

と
く
ほ
っ
け 

 

さ
ん
ま
い 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和 7 年（2025）8 月③ 

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四 

妙
音
菩
薩
。
於
万
二
千
歳
。
以
十
万
種
伎
楽
。
供
養
雲
雷
音
王
佛
。
并
奉
上
。
八
万
四
千
七
宝
鉢
。
以
是
因
縁
果
報
。
今
生
浄
華
宿
王
智
佛 

 
 

 

〈
略
〉 

妙
音
菩
薩
。
其
身
在
此
。
而
是
菩
薩
。
現
種
種
身
。
処
処
為
諸
衆
生
。
説
是
経
典
。
或
現
梵
王
身
。
或
現
帝
釈
身
。
或
現
自
在
天
身
。
或
現

大
自
在
天
身
。
或
現
天
大
将
軍
身
。
或
現
毘
沙
門
天
王
身
。 

〈
略
〉 

 
 

乃
至
於
王
後
宮
。
変
為
女
身
。
而
説
是
経
。
華
徳
。
是
妙
音 

 
 

 

〈
略
〉 

若
応
以
声
聞
形
。
得
度
者
。
現
声
聞
形
。
而
為
説
法
。 

〈
略
〉 

 

而
為
現
形
。
乃
至
応
以
滅
度
。
而
得
度
者
。
示
現
滅
度
。
華
徳
。 

 
 

 

〈
略
〉 

住
何
三
昧
。
而
能
如
是
。
在
所
変
現
。
度
脱
衆
生
。
佛
告
華
徳
菩
薩
。
善
男
子
。
其
三
昧
。
名
現
一
切
色
身
。
妙
音
菩
薩
。
住
是
三
昧
中
。

能
如
是
饒
益
。
無
量
衆
生
。
説
是
妙
音
菩
薩
品
時
。
与
妙
音
菩
薩
倶
来
者
。
八
万
四
千
人
。
皆
得
現
一
切
色
身
三
昧
。
此
娑
婆
世
界
。
無
量

菩
薩
。
亦
得
是
三
昧
。
及
陀
羅
尼
。
爾
時
妙
音
菩
薩
摩
訶
薩
。
供
養
釈
迦
牟
尼
佛
。
及
多
宝
佛
塔
已
。
還
帰
本
土
。
所
経
諸
国
。
六
種
震
饒 

 
 

 

〈
略
〉 

現
一
切
色
身
三
昧
。
説
是
妙
音
菩
薩
。
来
往
品
時
。
四
万
二
千
天
子
。
得
無
生
法
忍
。
華
徳
菩
薩
。
得
法
華
三
昧 

 

妙
法
蓮
華
経
巻
第
七 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

  仏滅 柳 

旧閏 6 月 29 日   

金曜    22  
観
世
音
菩
薩
は
、
浄
土
教
で
は
勢
至
菩
薩
と
と
も
に
西

方
極
楽
浄
土
に
住
す
る
阿
弥
陀
仏
の
脇
士
で
し
た
。 

し
か
し
、
お
釈
迦
さ
ま
の
法
華
経
の
説
法
を
聴
聞
し
て

阿
弥
陀
仏
の
教
え
が｢

未
顕
真
実｣

で
あ
る
と
い
う
事
実

を
知
り
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
お
い
て
法
華
経
の
行
者
の

守
護
を
誓
い
、
お
釈
迦
さ
ま
か
ら
補
陀
落
山
を
住
所
と

定
め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
観
世
音
菩
薩
普
門
品
』
で
は
娑
婆
世
界
に
て
苦
難
の

衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
を
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

  

観
世
音
菩
薩 

「
娑
婆
世
界
に
て
苦
難
の
衆
生
を
救
済
す
る
菩
薩
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

  

か
ん 

 
 

ぜ 
 

 

お
ん 
 

 

ぼ 
 

 

さ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

   先勝 張    

旧 7 月 1 日   

土曜    23  
｢

普
門｣

と
は
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
開
か
れ
て
い
る
門

で
、
誰
も
が
入
る
こ
と
が
で
き
る
救
い
の
門
で
す
。 

そ
の
門
を
く
ぐ
る
条
件
は
「
信
心
」
で
す
。 

門
の
中
に
入
る
こ
と
を
拒
ま
れ
な
く
て
も
、
ど
ん
な
に

有
難
く
尊
い
教
え
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
を
頭
か
ら
疑
っ

て
か
か
っ
た
の
で
は
何
の
意
味
も
な
く
、
喜
び
も
救
い

も
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
ず
は｢

信
じ
て
疑
わ
な
い｣

と
い
う
こ
と
か
ら
は
じ
ま

る
の
で
す
。 

   

普
門 

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
開
か
れ
て
い
る
門
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

ふ 
 

 

も
ん 

   処暑 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

  友引 翼  

旧 7 月 2 日   

日曜    24  
無
尽
慧
・
無
量
意
と
も
訳
さ
れ
、
衆
生
救
済
に
つ
い
て
尽

き
る
こ
と
の
な
い
意
志
を
持
つ
菩
薩
と
い
わ
れ
ま
す
。

密
教
の｢

金
剛
界
曼
荼
羅｣

や
『
大
集
経
』
に
も
登
場
し
、

左
手
を
に
ぎ
っ
て
腰
に
つ
け
、
右
手
に
花
雲
を
持
っ
た

形
で
表
現
さ
れ
ま
す
。 

『
観
世
音
菩
薩
普
門
品
』
に
登
場
す
る
無
尽
意
菩
薩
は

お
釈
迦
さ
ま
に
「
何
の
因
縁
を
も
っ
て
観
世
音
と
名
づ

く
る
や
」
と
質
問
し
て
問
題
提
起
を
し
た
の
は
、
衆
生
救

済
の
意
志
の
強
さ
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。 

  

無
尽
意
菩
薩 

「
衆
生
救
済
の
尽
き
る
こ
と
の
な
い
意
志
を
持
つ
菩
薩
」 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

  

む 
 

 

じ
ん 

 
 

に 
 

 

ぼ 
 

 

さ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

  先負 軫   

旧 7 月 3 日   

月曜    25  
｢

観｣

は
観
察
す
る
こ
と
、｢

世
音｣

は
世
間
の
人
々
の
声

の
こ
と
で
す
。 

悩
み
や
苦
し
み
を
訴
え
る
多
種
多
様
な
声
の
一
つ
ひ
と

つ
を
詳
し
く
観
察
し
て
、
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く

だ
さ
る
こ
と
か
ら｢

観
世
音
菩
薩｣

と
名
付
け
ら
れ
た
の

で
す
。 

一
心
に｢

観
世
音
菩
薩｣

の
名
を
称
え
る
な
ら
ば
、
そ
の

声
を
聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な
者
に
対
し
て
も
救
っ
て
く

だ
さ
る｢

普
門｣

を
開
い
て
い
る
の
で
す
。 

   

以
何
因
縁 

名
観
世
音 

 

「
い
か
な
る
因
縁
で
観
世
音
と
名
付
け
ら
れ
た
の
か
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

  

い 
 

が 
 

い
ん 

ね
ん 
 

 

み
ょ
う
か
ん 

 

ぜ 

お
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

  仏滅 角    

旧 7 月 4 日   

火曜    26  
『
観
世
音
菩
薩
普
門
品
』
に
説
か
れ
る
七
難
の
第
一
は

｢
火
難｣

で
す
。 

火
災
の
原
因
の
多
く
は
火
の
不
始
末
で
す
。 

そ
こ
で
心
に
油
断
が
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
火
災
除

け
の
御
札
に｢

火
不
能
焼｣

の
文
が
用
い
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
貪
瞋
痴
の
三
毒
が
原
因
で｢

心
の
火
事｣

を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
、
瞋
り
の
炎
に
包
ま
れ
る
前
に
観
音
さ

ま
の
お
名
前
を
呼
び
、
頭
を
冷
や
せ
と
い
う
意
味
も
こ

の｢

火
不
能
焼｣

に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

   

火
難 

「
火
も
焼
く
こ
と
な
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

  

か 
 

 

な
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『
観
世
音
菩
薩
普
門
品
』
に
説
か
れ
る
七
難
の
第
二
は

｢
水
難｣

で
す
。 

水
難
事
故
に
遭
い
大
海
原
を
漂
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
ど

れ
ほ
ど
心
細
い
で
し
ょ
う
。 

水
難
よ
け
の
御
札
に
は｢

水
不
能
漂｣

の
文
が
用
い
ら
れ

漁
師
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。 

気
候
変
動
で
大
雨
に
よ
る
大
水
害
も
増
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
欲
望
の
海
に
溺
れ
漂
い
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に

も
観
音
さ
ま
を
念
じ
、
自
分
を
見
つ
め
ま
し
ょ
う
。 

 

き
ん 

な 

ら 

け
ん 

だ
つ
ば 

 

あ 

し
ゅ 

ら 
 

か 

る 

ら 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

  大安 亢    

旧 7 月 5 日   

水曜    27  
  

水
難 

 

「
大
水
に
漂
う
こ
と
な
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

 

す
い 

 

な
ん 

 
 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

  赤口 氐    

旧 7 月 6 日   

木曜    28  
『
観
世
音
菩
薩
普
門
品
』
に
説
か
れ
る
七
難
の
第
三
は

｢
羅
刹
難｣

で
す
。 

交
易
の
た
め
七
宝
を
積
ん
だ
船
が
暴
風
に
遭
い
、
羅
刹

(

悪
鬼)
が
住
む
島
に
流
さ
れ
て
も
、
観
音
さ
ま
の
名
を
呼

べ
ば
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

も
し
文
化
も
習
慣
も
違
う
、
言
葉
も
通
じ
な
い
異
国
に
放

り
出
さ
れ
た
ら
、
大
き
な
恐
怖
を
感
じ
る
で
し
ょ
う
。
悪

鬼
と
は
心
の
中
に
住
む
恐
怖
や
猜
疑
が
生
み
出
す
も
の
、

平
常
心
を
取
り
戻
し
冷
静
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。 

  

羅
刹
難 

「
悪
鬼
に
捕
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
」 

  

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

  

ら 
 

 

せ
つ 

 

な
ん 



不変山 永寿院 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和 7 年（2025）8 月④ 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

爾
時
無
尽
意
菩
薩
。
即
従
座
起
。
偏
袒
右
肩
。
合
掌
向
佛
。
而
作
是
言
。
世
尊
。
観
世
音
菩
薩
。

以
何
因
縁
。
名
観
世
音
。
佛
告
無
尽
意
菩
薩
。
善
男
子
。
若
有
無
量
。
百
千
万
億
衆
生
。
受
諸
苦

悩
。
聞
是
観
世
音
菩
薩
。
一
心
称
名
。
観
世
音
菩
薩
。
即
時
観
其
音
声
。
皆
得
解
脱 

若
有
持
是
観
世
音
菩
薩
名
者
。
設
入
大
火
。
火
不
能
焼
。
由
是
菩
薩
。
威
神
力
故
。
若
為
大
水
所

漂
。
称
其
名
号
。
即
得
浅
処
。
若
有
百
千
万
億
衆
生
。
為
求
金
銀
。
瑠
璃
。
硨
磲
。
碼
碯
。
珊
瑚
。

琥
珀
。
真
珠
等
宝
。
入
於
大
海
。
仮
使
黒
風
。
吹
其
船
舫
。
飄
堕
羅
刹
鬼
国
。
其
中
若
有
。
乃
至

一
人
。
称
観
世
音
菩
薩
名
者
。
是
諸
人
等
。
皆
得
解
脱
。
羅
刹
之
難
。
以
是
因
縁
。
名
観
世
音 

若
復
有
人
。
臨
当
被
害
。
称
観
世
音
菩
薩
名
者
。
彼
所
執
刀
杖
。
尋
段
段
壊
。
而
得
解
脱
。
若
三

千
大
千
国
土
。
満
中
夜
叉
羅
刹
。
欲
来
悩
人
。
聞
其
称
観
世
音
菩
薩
名
者
。
是
諸
悪
鬼
。
尚
不
能

以
。
悪
眼
視
之
況
復
加
害 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

  先勝 房    

旧 7 月 7 日   

金曜    29  
『
観
世
音
菩
薩
普
門
品
』
に
説
か
れ
る
七
難
の
第
四
は

｢
刀
杖
難｣

で
す
。 

日
蓮
聖
人
が
龍
口
法
難
で
首
を
斬
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た

と
き
、
刀
が
段
々
に
折
れ
て
難
を
免
れ
た
こ
と
が
刀
杖

難
に
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
話
は
、
日
蓮
聖
人
に
諸
天
善
神
の
御
守
護
が
あ
っ

た
と
い
う
面
と
、
首
を
斬
ろ
う
と
し
た
相
手
を
改
心
さ

せ
る
ほ
ど
の
大
き
な
徳
を
日
蓮
聖
人
か
ら
感
じ
受
け
た

と
い
う
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

  

刀
杖
難 

「
刀
が
段
々
に
折
れ
て
難
を
免
れ
る
」 

  

妙
法
蓮
華
経
妙
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
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と
う 

 

じ
ょ
う 

 

な
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

  友引 心  

旧 7 月 8 日   

土曜    30  
『
観
世
音
菩
薩
普
門
品
』
に
説
か
れ
る
七
難
の
第
五
は

｢
鬼
難｣

で
す
。 

世
界
中
が
悪
人
や
鬼
に
満
た
さ
れ
て
い
て
も
、
観
音
さ

ま
を
念
ず
れ
ば
害
さ
れ
な
い
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

鬼
の
よ
う
に
心
が
荒
み
、
乱
暴
な
相
手
に
対
し
て
も
、
仏

さ
ま
の
慈
悲
心
を
も
っ
て
臨
め
ば
害
を
与
え
る
こ
と
を

た
め
ら
う
で
し
ょ
う
。 

逆
に
自
分
の
心
に
鬼
が
住
ん
で
い
れ
ば
、
鬼
と
鬼
の
争

い
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

  

鬼
難 

「
鬼
に
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」 

 

「
」 

  

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
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な
ん 
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２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

8 月   日   

  先負 尾    

旧 7 月 9 日   

日曜    31  
『
観
世
音
菩
薩
普
門
品
』
に
説
か
れ
る
七
難
の
第
六
は

｢
枷
鎖
難｣

で
す
。 

｢
枷｣
は
首
・
手
・
足
な
ど
に
は
め
て
身
体
の
自
由
を
奪
う

も
の
、｢
枷
鎖｣

は
枷
を
鎖
で
繋
ぎ
拘
束
す
る
こ
と
で
す
。 

無
実
の
罪
で
枷
鎖
に
繋
が
れ
と
し
て
も
、
観
音
さ
ま
を

念
ず
れ
ば
解
き
放
た
れ
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
も
日
常
の
中
で
心
に
不
満
を
抱
き
、
枷
鎖
に
拘

束
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

そ
ん
な
と
き
に
は
観
音
さ
ま
を
念
じ
ま
し
ょ
う
。 

  

枷
鎖
難 

「
枷
鎖
に
拘
束
さ
れ
て
も
解
放
さ
れ
る
」 

「
」 

  
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
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二
十
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さ 
 

な
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法華経 日めくり 令和 7 年（2025）8 月⑤ 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

若
有
持
是
観
世
音
菩
薩
名
者
。
設
入
大
火
。
火
不
能
焼
。
由
是
菩
薩
。
威
神
力
故
。
若
為

大
水
所
漂
。
称
其
名
号
。
即
得
浅
処
。
若
有
百
千
万
億
衆
生
。
為
求
金
銀
。
瑠
璃
。
硨

磲
。
碼
碯
。
珊
瑚
。
琥
珀
。
真
珠
等
宝
。
入
於
大
海
。
仮
使
黒
風
。
吹
其
船
舫
。
飄
堕
羅

刹
鬼
国
。
其
中
若
有
。
乃
至
一
人
。
称
観
世
音
菩
薩
名
者
。
是
諸
人
等
。
皆
得
解
脱
。
羅

刹
之
難
。
以
是
因
縁
。
名
観
世
音 

若
復
有
人
。
臨
当
被
害
。
称
観
世
音
菩
薩
名
者
。
彼
所
執
刀
杖
。
尋
段
段
壊
。
而
得
解

脱
。
若
三
千
大
千
国
土
。
満
中
夜
叉
羅
刹
。
欲
来
悩
人
。
聞
其
称
観
世
音
菩
薩
名
者
。
是

諸
悪
鬼
。
尚
不
能
以
。
悪
眼
視
之
況
復
加
害 

設
復
有
人
。
若
有
罪
。
若
無
罪
。
杻
械
枷
鎖
。
検
繋
其
身
。
称
観
世
音
菩
薩
名
者
。
皆
悉

断
壊
。
即
得
解
脱
。
若
三
千
大
千
国
土
。
満
中
怨
賊
。
有
一
商
主
。
将
諸
商
人
。
齎
持
重

宝
。
経
過
険
路
。
其
中
一
人
。
作
是
唱
言
。
諸
善
男
子
。
勿
得
恐
怖
。
汝
等
応
当
。
一
心

称
観
世
音
菩
薩
名
号
。
是
菩
薩
。
能
以
無
畏
。
施
於
衆
生
。
汝
等
若
称
名
者
。
於
此
怨

賊
。
当
得
解
脱
。
衆
商
人
聞
。
倶
発
声
言
。
南
無
観
世
音
菩
薩
。
称
其
名
故
。
即
得
解

脱
。
無
尽
意
。
観
世
音
菩
薩
摩
訶
薩
。
威
神
之
力
。
巍
巍
如
是 


